
録画配信期間

3/17～31
15：00 ～

かわさき基準認証式をライブ生中継

西田 佳史
東京工業大学 工学院機械系 教授

生活セントリックデザインによる
新たな福祉機器開発

狩田 亮
株式会社NTT ドコモ
イノベーション統括部
事業化第三担当　介護 PJ リーダー

遠藤 謙
乙武 洋匡

データ活用がもたらす介護の新しい姿
～プライバシーに配慮した小型センサーを
活用した高齢者向け見守りサービスの取組～

4人の登壇者による講演を開催します!!

今回のオンラインイベントは、YouTube Live にて配信します。
録画配信（2022年3/17（木）15:00 ～3/31（木）※認証式含むフォーラム全体を録画配信）

講演① 講演②

テーマ テーマ

講演③ 講演④

テーマ テーマ

Welfare
Innovation
Forum
2022

川崎市では、2008 年に「かわさき福祉産業振興ビジョン」を策定し、福祉製品の

認証事業「かわさき基準（Kawasaki InnovationStandard）」を実施しています。

WELFARE INNOVATION FORUM 2022 では、2021 年度のかわさき基準に合致

した製品の認証式を行います。4名の講師により、最新テクノロジーを導入した

サービス品質の向上と現場職員の業務負荷軽減に向けた取組や

データやAIを用いた最先端の製品・サービス開発の

取組をご紹介いただきます。

オンライン
イベント

YouTube Liveにて
配信します。

3.17
2022 年

13:30-14:00木
開催
日時

録画
配信

視聴無料

対象者

◎ 福祉製品を開発・製造する企業
◎ 福祉製品を利用されている方
◎ 福祉施設等にて運営を担っている方
◎ 福祉分野に関心のある研究機関等の方 

宮本 隆史
社会福祉法人 善光会 理事最高執行責任者

善光会の介護ＤＸによる
オペレーション改善の実践と福祉現場を
取り巻くテクノロジー活用の最新状況

テクノロジーでロボット義足が変える未来
～ロボット義足の研究を行う遠藤氏が主体となり、
2018 年より推進してきた、乙武洋匡氏を義足で歩行に
導くことを目指す「OTOTAKE PROJECT」の取組～

ソニーコンピュータサイエンス研究所
アソシエイトリサーチャー
株式会社 Xiborg　代表取締役
作家



ウェルフェア イノベーション フォーラム 2022

【メール】jimukyokuwi@nttdata-strategy.com 川崎市ウェルフェアイノベーション事務局
（ＮＴＴデータ経営研究所）

【予約サイト】https://questant.jp/q/WIForum

ご希望の方は3/16（水）までに、下記必要事項をご記入いただき、
予約サイト、メール又はFAX（03-3221-7022）にてお申込みください。

申込書にご記入いただいた個人情報につきましては、事務局において適切な方法で管理し、第三者へ開示・提供することはありません

申
し
込
み
先

【お問合せ先】運営事務局：㈱ＮＴＴデータ経営研究所　担当 伊東（いとう）・石上（いしがみ）　電話：03-5213-4110

視聴申込

(予定)

オンライン視聴方法 お申込みいただいたメールアドレス宛に参加用URLを送付します。
配信期間に参加用URLを開きご視聴ください。

オンラインイベントの内容の録画、録音、撮影についてはお断りいたします。通信料が必要になりますことをご承知おきください。音声や画像の精度は通信環境により乱れる場合がございます。

開会挨拶（主催者・来賓）

開催スケジュール

かわさき基準（KIS）認証式（表彰授与） ◆川崎市長 福田紀彦　◆認証製品の企業代表者

生活セントリックデザインによる
新たな福祉機器開発

講演②

西田 佳史
東京工業大学 工学院機械系　教授

講演①

善光会の介護ＤＸによる
オペレーション改善の実践と福祉現場を
取り巻くテクノロジー活用の最新状況

宮本 隆史
社会福祉法人 善光会 理事最高執行責任者

データ活用がもたらす介護の新しい姿
～プライバシーに配慮した小型センサーを
活用した高齢者向け見守りサービスの取組～

講演④

狩田 亮

講演③

株式会社NTTドコモ イノベーション統括部
事業化第三担当 介護PJリーダー

遠藤 謙
ソニーコンピュータサイエンス研究所
アソシエイトリサーチャー
株式会社Xiborg　代表取締役

乙武 洋匡
作家 「OTOTAKE PROJECT」

プロジェクトメンバー
※右から1人目遠藤氏、3人目乙武氏
会場：日本科学未来館

テクノロジーでロボット義足が変える未来
～ロボット義足の研究を行う遠藤氏が主体となり、
2018年より推進してきた、乙武洋匡氏を義足で歩行に
導くことを目指す「OTOTAKE PROJECT」の取組～


